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　　【今月の行事・展示】

６月２２日(水)１３時３０分～

中央図書館

七夕かざり

２０名程度

　【第６８回青少年読書感想文全国コンクール課題図書】が発表されま

　した。図書館では小・中・高それぞれの本を夏休みに入る前からコー

　ナーを設けて準備していますので、早めからのとりかかりををお勧め

　します。なお、課題図書一覧につきましては図書館までお尋ねくださ

　い。

2022年6月1日発行

英語教室

古文書の会

　と　き

大人のおりがみ教室

761-4121

香川県小豆郡土庄町淵崎甲1400番地1

℡（0879）62-0273・fax（0879）62-2922

e-mail:library@town.tonosho.lg.jp

６月１日・１５日(水)１０：００～

６月７日・１４日・２１日・２８日

　(火)９:３０～

大人のおりがみ教室

アメリカの歴史講座

絵本の会展示 「雨」

　申込期間

　　　☎

子育て支援展示

ティーンズ展示

１５０円～２００円　材料費

「健康」

「梅雨と食事とからだ」

　定　員

　【 課 題 図 書 決 定 ‼ 】

　【図書館行事実施】

６月１1日(土)１４：００～　「雨」

　５月１５日(日)、図書館で久々のイベント【としょかんこどものひ】が開催

された。

「図書館からの挑戦‼　君にこの謎が解けるか？」図書館から出題された問題

を館内の本を使って解くゲームに多くの子ども達が参加。私は１０時３０分か

らと１４時３０分からの２回多目的室で「諸石さんのおはなし会」をさせて頂

いた。延べ約４０名の親子がジュータンの上でリラックスしながら本の世界を

楽しんだ。初めに「やすべえじじい」をタヌキ・ブタ・犬の人形を使って遊ば

せ、絵本の「だるまさんが」と他２冊、紙芝居、大型絵本「ぴょーん」を使っ

てみんなで蛙のようにジャーンプ。会場が一体となってとても楽しい雰囲気に

盛り上がり、最後になぞなぞに答えてもらって修了。

　久しぶりに子どもたちの嬉しそうな声が館内に響いた。人が集まって楽しめ

る事を行うことで、大人も子どもも喜ぶような機会をこれからも少しずつでも

増やせていけたらと思う。

　　　　　　　　　　　(読み聞かせボランティア　諸石さん)

　申込先

「勉強だってやり方次第！」

ロビー展

おはなし会

　ところ

　内　容

かご作り教室 ６月８日・１５日(水)１３：３０～

６２－０２７３

６月１５日まで

図書館カウンター

６月２２日(水)１３：３０～

６月２６日(日)１３：３０～

http://www.illust-box.jp/sozai/8167/
http://www.irasutoya.com/2013/03/blog-post_2258.html
http://www.illust-box.jp/sozai/59415/


６月 ７月

日 月 火 水 木 金 土 月 火 水 木 金 土

<１> ２ ３ ４ １ ２

５ ６ ７ <８> ９ １０ １１ ３ ４ ５ <６> ７ ８ ９

１２ １３ １４ <１５> １６ １７ １８ １０ １１ １２ <１３> １４ １５ １６

１９ ２０ ２１ <２２> ２３ ２４ ２５ １７ １８ １９ <２０> ２１ ２２ ２３

２６ ２７ ２８ <２９> ３０ ２４ ２５ ２６ <２７> ２８ ２９ ３０

３１

CD・DVDの返却口への投函は破損する恐れがありますので固くお断りします。

　　　　　おすすめの本、み～つけた

は休館日・<>は１９:００まで開いています。

　新型コロナの流行で、海外旅行・留学の機会が減った今、世界への興味が薄れてはいません

か？

　この本は、世界を回って取材した池上さんが「世界を知る」とはどういうことか、人生にど

んな影響があったのか、経験を通して教えてくれています。

　世界は想像もできないほど多種多様な文化・生き方・思考であふれています。知らないこと

との出会いはあなたを成長させるチャンスです。

　ぜひ若者に！そして海外に興味がない人にも読んでほしい1冊です。

一般向け

　　【　「好き」を力する　】　　　　　　　　　　　　　　　　作．渡邊雄太　　KADOKAWA

☆　楽しむ心があれば、人は成長できる　☆

　

みなさん、バスケットボールで世界最高峰のＮＢＡプレイヤーに香川県出身者がいることをご

存知でしょうか？

　この本の作者がその人、渡邊さんです。高校を卒業後アメリカに渡り初めて帰郷した時の感

想から始まります。バスケットボールとの関わりから良い指導者に恵まれたこと。「やればで

きる」が自信を育て、「好き」が力になるなどいろんな小項目ごとに、今までの人生を振り

返ってと、これからの課題に向けて書かれています。

ヤング向け

　　【　なぜ世界を知るべきなのか　】　　　　　　　　　　　　　　作．池上彰　　小学館

　「ぼくだって！」から始まるこの絵本。
お兄ちゃんたちについていけない。ペダルのない自転車を、けっても、けっても、ついていけ
ない。
ついていけない悔しさ。でも、おとこの子は見つけます。かたつむりのように、ゆっくり、
ゆっくりいけばいいことを。
　おとこの子の気持ち、昔味わったことありませんか？

児童向け

　　【　かたつむり　】　　　作．キム・ミヌ　　訳．わたなべ　なおこ　　　あすなろ書房

http://www.illust-box.jp/sozai/9306/

